
◆Human brains and stories

20年ほど前のことになりますが，若い人たちに

哲学の魅力を伝えたいと『ソフィーの世界』とい

う哲学史の入門書を書いた，ヨースタイン・ゴル

デル氏の通訳をしたことがあります。ノルウェー

の高校で哲学の教師をしていたゴルデル先生は，

何とこの本を「知識」という意味を持つソフィー

という名の女の子を主人公にしたファンタジー仕

立てのミステリー小説にしあげました。

ベストセラーとなったこの本の日本語版の出版

にあわせて日本を訪問されたゴルデル先生の通訳

をしていて印象に残った言葉が今でも忘れられま

せん。それは，“Human brains are made to
 

understand stories the best.”（人間の頭脳は物語

をいちばんよく理解するように作られている）とい

う言葉でした。Genius English CourseⅠ･Ⅱ

Revised（以下 GeniusⅠ･Ⅱ）を読んで，ゴル

デル先生のこの言葉の意味を，改めて深くかみし

めました。

GeniusⅠ･Ⅱ には，驚くような，そして楽し

くもまた感動的な物語が次々と登場して，学習者

は英語の世界を探訪しつつ，国際世界への目を開

くことができます。感動は，私たちを動かす原動

力です。特に若いころの感動は，私たちの視野を

広げ，行動へと突き動かす大いなるdriving
 

forceです。コミュニケーションの道具としての

英語に対する感動が筆者を今の通訳という職業へ

導いてくれたように，高校生によっては，これら

が自分が進みたい道を開く突破口にもなってくれ

ると思います。

◆Discovery after discovery
 

GeniusⅠ･Ⅱの各章は，「そうなんだ 」とい

う発見に溢れています。例えば，Ⅰ-1The
 

World of Street Performersを読むと，日本人

としての自己の再発見があるでしょう。Ⅱ-2

The Functions of Languageでは，「言語ってそ

んな機能があるんだ」ということを教えられま

す。ま た，Ⅰ-8 Ant Communicationや Ⅱ-9

Sensitive Plantsには，「互いにコミュニケーシ

ョンをとったり，感情を備えているのは人間だけ

ではないんだ 」という驚きの発見が待っていま

す。

そのほかにも，自転車や和紙のこと，ロック・

クライミングや南極大陸横断を試みたシャクルト

ン隊の物語も，驚きとともに心に残ります。

◆What a wonderful world!

この世界には悲しいことがたくさんあるけれ

ど，世の中捨てたものではない，僕だって，私に

だって，世の中の役に立つ力があるはずだと，勇

気を与えてくれる物語もたくさんあります。

「本当に貧しいとはどういうものなのか」に目

を開かせてくれると同時に，人間の思慮深さと教

育への熱意がいかに人を動かすかを思い知らされ

るⅠ-3Proud Panther。物語のタイトルと添え

られた写真が，読者の想像力を少女の歩くアフリ

カの長い道のりに飛翔させます。

さらには，思いやりと智恵と決意とで，貧困撲
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滅の道も開けることを教えてくれるⅡ-4のThe
 

People’s Bank。数年前グラミン銀行のユヌス氏

が日本を訪れ，初めて通訳をする機会をいただい

たとき，「『グラミン』とはバングラデッシュの言

葉で『農村』という意味なのですよ」と説明して

くれたその優しいお顔には，その眼の奥に「この

決意こそが，成功の秘訣なのだ」と感じさせる強

い光があったことを思い出します。

そして，サッカーボールを目にしたら，思い出

さずにはいられなくなるⅠ-7のChild Labor。こ

の文章を読んだ高校生は，４年ごとのワールドカ

ップで興奮する度に，児童労働の問題解決に寄与

したいと強く願うことでしょう。実際にそのため

に行動を起こしてくれる若者も増えるに違いあり

ません。

また，Ⅰ-5Easy Japaneseに，Ⅱ-5Universal
 

Design，Ｉ-9のMy Brother’s Keeperに，Ⅰ-10 I
 

Will Be There for Youは，いずれも「真の多様

性の尊重とは何か」「本当の思いやりとは何か」

を教えてくれます。人の立場に立つということ

は，どんなことなのか，具体的に示されていま

す。

１つ１つの課が，自分の恵まれた環境や周囲の

人々に感謝せずにはいられない事実を思い起こさ

せ，「自分にもできることがあるはず」という行

動に，読者を突き動かさずにはおきません。

人生の楽しさを伝えることも忘れられていませ

ん。Ⅰ-6のPink Bow Tie，リーディング教材と

して出てくるThe Vicar’s Pleasureや Table for
 

Twoは，最高におしゃれで楽しい物語です。

筆者は GeniusⅠ･Ⅱのどの文章にも，編集に

携わった方々の対象学習者への「愛情」と教育へ

の強い「熱意」を感じます。世界にはこんなこと

がある，人生にはこんなに大切なことがある，そ

れを知ってもらいたい。そして自分の人生の幅を

広げ，奥行きを深めてもらいたい。そして世の中

の役に立てる人間に育ってほしい。それこそが，

学習者の本物の幸せにつながる道だとの信念を感

じないではいられないテキストブックです。

◆Story-telling is one of the best ways to
 

learn

筆者は，このテキストブックを読みながら，こ

れまでにあげなかった課を含めて，どの文章も，

実にリズム感に富んだ分かりやすい文章で書かれ

ていると思いました。実際に声に出して読みあげ

てみましたが，どれも，誰かに読み聞かせたいほ

どリズミカルな筆づかいです。そこで，最後に一

つ提案したいのは，ぜひ，これらの文章を声に出

して朗読し，あるいは暗記して語りにしてみては

どうかということです。

朗読や語りには，文章をよく理解することが大

切です。それぞれの文が，どのような思いで書か

れたのか，深く考察し理解できて初めて人の心を

動かす語りができます。声に出して語ることで，

自分の理解が，適切な音声表現として表出してい

るかどうかがわかります。いろいろな声で，いろ

いろな口調で声に出して読む，できれば自分の言

葉のように語ることで，さらに文章の意味の理解

が深まります。

また，人前で語るということには，語彙や語順

を覚えるだけでなく，自分の殻を破るという大き

な効果があり，語り手の自信につながります。実

際にやってみると，とても楽しい経験です。

はっきり言って，最初はみんなへたくそです。

しかし，根気よく続けることで，少しずつ自信を

つけ，最後には大きな変化が期待できます。筆者

は実際に語りをある大学のpublic speakingのク

ラスで実践していますが，毎回指導をしながら，

よくなった点を指摘し，「よくなった，よくなっ

た」とくりかえしほめたたえます。すると，言葉

の力も手伝ってか，学生たちは見違えるようにう

まくなり，自信を深めていきます。GeniusⅠ･

Ⅱの素晴らしい物語たち。ぜひ，語って聞かせ

てほしいと思います。

(いしぐろ ゆみこ・同時／放送通訳者)
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